












































































































































































































































































































ターに2 ～ 10kWの太陽光，蓄電池は2.6 ～ 5.6
kWを設置している。今後も公共施設を中心に，
省エネの観点からだけではなく防災の観点からも
太陽光発電を導入していきたい。
　５）畜糞バイオマス
　バイオマスの中で町として重点的に取り組んで
いるのは，家畜排せつ物の畜糞バイオマスと木質
バイオマスの２つ。
　家畜の排せつ物は各酪農家において「自己完結」
による処理を基本としている。各酪農家には堆肥
施設をもっていて肥料として還元している。課題
としては，きちんと撹拌しないと嫌な匂いが残っ
たり，発酵の過程で出るメタンガスが温室効果ガ
スになってしまうという問題がある。これらをな
んとかできないかということで，2003年，くずま
き高原牧場内にバイオガスプラント（写真７）を
設置した。ただ，高原牧場には2,000頭の乳牛が
いるけれど，プラントの処理能力は200頭分にと
どまっている。
　このプラントは，乳牛の糞尿を集めて（スラ
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リー貯留槽），まず個体と液体に分離し，固形分
は堆肥化施設に運んで完熟堆肥にして農家に還元
する。液体分はメタン発酵槽というタンクに運ん
で中温で発酵させてメタンガスを抽出する。この
ような分離と発酵の2つの処理をすることで匂い
を防ぐことができる。発酵が終わった後の消化体
は良質の液肥として利用でき，食料自給率の向上
に結び付けている。
　プラントを動かす電力も，メタンガスで発電し
て利用しており，糞尿処理からエネルギー生産ま
でできるという，すばらしいシステムである（写
真14）。
　このプラントは各酪農家にも将来的に導入をは
かっていきたい。1戸あたり40 ～ 100頭の乳牛を
飼育しているので，3戸から5戸の農家が共同で設
置できるような体制を考えている。ただ，イニシャ
ルコスト，ランニングコストがかかるために，す
ぐに酪農家に導入するのは難しい。まずはここの
高原牧場で運用しながら酪農家に情報を提供して
いる。また，環境にやさしいシステムを利用して
の牛乳の生産ということで付加価値をつけていけ
ればいいかなと考えている。
　６）木質バイオマス
　木質バイオマスの利活用については，エネル
ギー以外にも集成材やパルプ，チップなど様々あ
るが，エネルギーの取り組みとしては，昔から薪
や炭としてごくあたり前の資源として利用されて
きた。このうち薪については，東日本大震災以降，
電気を利用せずに熱エネルギーを取り出したり，
多少の明かりになったりという利便性の高い資源
の1つとして見直されてきている。
　木質バイオマスの特徴的な取り組みとしては，
木質ペレットの利用がある。町内に葛巻林業（株）
という，パルプ用のチップを作っている工場があ
り，チップを作る際に木の皮をはいで加工するが，
その皮が残ってしまう。それを有効活用できない
かということで，1981年からペレットに加工して
販売している。そこで町では，公共施設にペレッ
トボイラーやペレットストーブの導入を図ってき
た。現在，町の中心部にある葛巻小学校に温水プー
ルの建設を進めているが，その熱源としてペレッ
トボイラーの導入を計画している。
　また，山に捨てられている間伐材の有効活用の
目的で，ガス化発電の実証試験が行われた（月島
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製作所とNEDOにより2005年から）。発電という
と原子力でも火力でも通常は蒸気を使用するが，
この実証試験では間伐材のチップを不完全燃焼さ
せて可燃性ガスを取り出し，そのガスを爆発させ
てタービンを回すという仕組み。実験が終わった
2009年，施設（写真５）を取り壊すにもコストが
かかるため，町が無償で譲り受ける。しかし実用
化には，同時に発生する熱の需要先が確保されて
おらず，またそれには配管が必要であり，さらに
は間伐材の搬出経費などのコストもあり，採算に
合わなすぎるので運用はされていない。木質バイ
オマスは，基本的には熱の需要先を考えながら，
電気が必要であれば木質バイオマスだけじゃなく
て太陽光などの発電設備と組み合わせていくのが
ベストではないかと考えている。
　このように風力，太陽光，バイオマスと3つの
取り組みを行ってきた。町がもっている資源はこ
れらだけではなく，有休農地を活用した菜の花に
よるBDF（バイオディーゼル燃料）利用や地中
熱の利用など，様々な地域資源の活用に取り組ん
でいきながら，「なにもない」と思われている農
村地帯でも実は様々なエネルギーを生産すること
ができるということを全国に示していきたい。エ
ネルギーだけではなくて，食糧，環境，エネル
ギーという21世紀の3つの課題に貢献できるのは，
なんでもあると思われている都市部ではなくて，
「なにもない」と思われている農村地帯である。
そういうことを都市部の方にらも理解してもらい
たい。農村だけが疲弊していって都市部だけが発
展していくのではなく，農村がもっている役割も
十分理解してもらって，都市と農村が共存できる
ような持続可能な国をつくっていければよいので
はないか。そのために葛巻町がモデルになれれば
うれしいし，その1つとしてエネルギーに取り組
んできた。
***
＜Q&A＞
Q：政府関係者は視察に来ているの？
A：年に1・2回程度は視察がある。昨年は環境大
臣が，その前は「緑の分権改革」の担当者（総
務省）が来られ，4・5年前には民主党の岡田さ
んが来られた。環境省の方々は年に2・3回。ま
た地球温暖化の防止の観点から政府関係者や
自治体の議員の方も以前からきていた。視察
者数も，平成19・20年が300組，平成21・22年
は120・30件と落ち着いたが，大震災以降はま
たピーク時に戻って300組以上の方々に来ても
らっいる。
Q：バイオマス発電の利用範囲は？
A：畜ふんバイオマスに関しては発電施設という
ことではなく家畜排せつ物の処理といういちづ
けで，発電した電力はプラント内で利用して
いる。年間5万kWhの発電能力があるが，実際
にはメタンガスの発生量によって1.5万から2万
kWh前後で，足りない分を電力会社から購入
して動かしている。
木質バイオマスのガス化発電設備に関しては，
実証試験中は高原牧場のプラトー（宿泊施設），
牛乳工場，チーズ工場に送電線を整備して電力
を利用していた。順調なら年間50万kWhほど
発電でき，高原牧場の工場等の必要電力の７～
8割はカバーできる。
Q：バイオマスプラントの運転は誰でもできる？
A：多少研修すれば誰でもできる。電気主任技術
者のような人も運転できる。そういう人がいな
ければ保安協会に委託する形で行う。
Q：今後取り組む自然エネルギーは？
A：一番やってみたいのは小水力発電。町内に馬
淵川が流れているが，その水利権は東北電力が
もっているので使えない。そこで，沢や小川を
利用したいと考えており，今それらの水利権を
誰がもっているのか調査中。数kW程度のマイ
クロ水力の利用が考えられる。地中熱に関して
は，「ゼロエネルギー住宅」というモデル住宅
（写真４）があり，住宅の中に地中熱のヒート
ポンプが備えられて，地中との温度差を利用し
た冷暖房システムになっている。冬場は－20度
になるこの牧場でも，住宅の中は30度弱くらい
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まで保温でき，冷暖房システムとして非常に有
用ではないか。BDFについては，農政係で遊
休農地の改造対策として取り組んでおり，今年
は1・2反程度に菜の花を植えて種の採集まで
やったところ。ここから搾油して公用車の燃料
として使ってもいいかもしれなし，自動車だと
故障の危険性もあるので，重油に混ぜて畜糞プ
ラントの燃料に利用してもいいかなと考えてい
る。あと，廃油や生ゴミに関しても，畜糞プラ
ントに牧場内の生ゴミを一部投入しているが，
今年の10月か11月からは町の中心部の方にも生
ゴミを分別して出してもらい，それを集めてプ
ラントに投入することで，メタン生成の促進と
生ゴミ減量に取り組む予定。町民の方々にもこ
うした取り組みに理解をしてもらい，ごみ減量
と環境意識の向上に波及できればいいかなと考
えている。
Q：つまりバイオマス発電は，売電ではなく自家
消費やごみ減量のため？
A：固定価格買取制度ができたので売電について
の質問が多いが，売電をしたいのではなく，自
分たちの資源を使ってエネルギーを生産してい
ければよいという考え。ただ，風力発電に関し
ては発電量が大きいので売電がメインになる。
Ⅳ．ヒアリング記録（2）高原牧場
　私の家は酪農家で，私は獣医師でもあります。
大学卒業後，町役場の畜産担当を5年やっている
間に町が今の高原牧場になる大規模な牧場をつく
ることになり，そこに派遣されることになった。
ここには小さな牧場があり，その管理者として自
宅から27kｍの距離を23年間通った。かかわり続
けて40年くらいになり，人生の半分以上，ここで
畜産事業をやってきた。事務部長，専務理事とい
うふうにこの牧場を切り盛りし，パン工場，焼き
肉ハウスを建設している時に，町議会をはじめ町
民のみなさまにやれといわれて役場を辞めて町長
に立候補して当選し，任期8年務めた。その任期
の間にクリーンエネルギーに取り組むことにな
り，さまざまな設備を導入した。町長は8年でや
めて後継者に譲り，今は顧問という形でこの牧場
に関わっている。
　この牧場は本来はホルスタインの雌の子牛を
預って育てる公共牧場で，国からの補助で牧草地
をつくり，酪農家の牛を適正料金で預かって育て
ている。ホルスタインは1年に1頭の子を産み，そ
の子牛のために乳を出す。子牛は生まれてすぐ立
ち上がってお母さんのおっぱいをさがして飲み始
め，1日に10回程度で10Lぐらい飲む。生まれて
くる子牛は雄と雌が半々で，オスは全部「国産牛」
と表示される肉牛になり，それが国内の肉牛の7
割を占める。雌牛は自分の家で育てて大きくし，
子どもを産ませる。牛は2年で大人になって子ど
もを産む。その中で，どうやって大人に育てるか
が酪農家の課題になる。牛を飼うには牛舎が必要
で，糞も処理しなくてはいけない。そこで公社（葛
巻町畜産開発公社＝高原牧場）がそれを預かる。
1日1頭500円かかるが，高いか安いかは酪農家の
価値観になる。そういう中で私がここの職員だっ
た時代に，関東から預かるシステムを構築した。
千葉，茨城，栃木，新潟から2000頭の牛を預かっ
ており，1日100万円，年間3億6500万の預託料金
が入るシステムを構築した。子牛を預かって4年
間で妊娠させて帰してやる。酪農家は妊娠した牛
が子供をうむと同時に乳を生産できる。これがこ
 
前町長・中村哲雄さん
　自身の経験から畜産・交流事業の流れについてお
話しいただき，地域への熱い想いを感じた。町長退
職後は，家業の酪農の傍ら，岩手大学非常勤講師，
内閣府の地域活性化伝道師，いわて生協の理事を務
めている。
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の牧場の本業なのです。
　しかし牛肉や乳製品の自由化などの国際情勢の
中で，私は当時どういう時代が来ても生き残れる
牧場を目指した。牧場ができるとたくさんの人が
視察に来るようになった。視察対応をするほど時
間に余裕があるわけではなかったが，それを無駄
な時間とは考えずに対応した。そして視察者が食
べる場所が近くになかったので，焼肉を提供しよ
うということになって，食べ放題の焼肉食堂をは
じめた。そのために牛肉の開発と生産のために肉
屋の免許をとった。やがて1980年に当時の町長が，
酪農後継者を育てるための研修生を預かる酪農研
修センターの計画に着手した。ここでもう既に3
つの分野の入口が含まれている。本来の畜産，焼
肉食堂，人を育てる研修センター。それがそのま
ま進化したのが，今の高原牧場なのです。さらに
年に1つ商品を開発しようと自らに課して，牧場
のみんなで特産品の開発を続けてきた。今では乳
製品からチーズを作り，パンも焼くようになった。
　後継者の研修については，町長の考えから，後
継者8人を預かって1年間研修させ，一人前の酪農
ができる人間を育てるということで始まった。そ
うした中で，牧場にはいろんな人が訪れるよう
になる。まず地元の中学生が1泊くらいさせてく
れないかということで牧場体験をした。それから
1985年頃，関西の大学の女子グループがなぜか葛
巻に来た。「来るものは拒まず」という考えから，
牧場以外の人を初めて引き受けるということにな
り，そこからグリーンツーリズムにつながった。
次に埼玉県の小学生98名を2泊3日で酪農家に受け
入れた。これが酪農教育ファームにつながった。
　岩手大学の獣医学科や畜産学科の学生も来るよ
うになり，1泊2日や日帰りでも講習を行うように
なり，いつでもどなたでも何時間でも何日でも何
年でもどうぞ，というふう展開していった。する
と今度は不登校の生徒などいろんな子供が来るよ
うになった。現在では年に300人近くの人たちが
ここで実習をして全国に巣立った。3年間研修を
したら準職員としてここに残ることもできるよう
になる。中学校を終わってきた子は５万円，大卒
者には10万5,000円を渡している。
　今はさらにいろいろなメニューに進化してい
る。小中学生30人を対象に1月5日から13泊14日と
いうカリキュラムをつくって葛巻の冬を体験する
プログラムもある。12回やって1度も脱落者はい
ない。1週間過ごしたところで2日間酪農家に泊ま
る。10軒の酪農家が待ち構えていて子供たちを泊
める。そうして食品の尊さ，命の尊さを子供達に
教育しようということをやっている。
　これらの事業を行っているのは第三セクター
で，農協と役場で高原牧場（畜産開発公社）を作
り，森林組合と役場で葛巻ワイン（高原食品）を
つくり，商工会と役場でホテルグリーンテージを
作り，役場でも農協や商工会ではできない事業を
経営している。全国の第三セクターは30年前には
1万社あったが，その40％は赤字で倒産して，残っ
ているのは6割。そのうちの4割は赤字。葛巻高原
牧場では約11億の売上げで5,000万の黒字，葛巻
ワインが4億の売上げで5,000万の黒字，ホテルは
1億5千万の売上げで100万円ぐらいの黒字で，そ
れ自体が葛巻の象徴である。牧場のことだけでも
1泊でははなかなか理解できないが，だいたいこ
のような流れです。
　次に，クリーンエネルギーについて話したい。
私は1992年に町長に就任したが，21世紀が来ると
いうことで様々な情報があった。その中で特に私
がびっくりしたことは，地球上で北海道と東北を
あわせたぐらいの520万haの面積を農地と森林と
しての機能を失っているということ。それは大変
と思い，葛巻は畜産を一生懸命やって，世界の食
糧問題と林業振興によるCO2吸収力の向上，そし
て地域活性化とクリーンエネルギーの分野にも貢
献しようと考えた。世界の地下資源の枯渇という
こともあり，その中で再生可能エネルギーを推進
し，風力発電，太陽光発電，畜産バイオマス発電
をやった。森林組合も企業と提携して森を守り，
林野庁の「山ぢから大賞」を受賞している。食料，
環境，エネルギーという世界の3つの課題に貢献
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していけば，町は必ず発展できるはずだという信
念で取り組んできた。そこに3.11があり，葛巻は
また注目を集め，私もひっぱりだこになってきた。
でも脱原発ということではなく，地域にある資源
を生かすということと，地球規模の課題に取り組
むということでやってきた。
***
＜Q&A＞
Q：元町長と前町長の主導で公社の事業が拡大し，
新たな事業が持続的に開拓されてきたが，それ
にはその担い手となる公社の人材の開発や教育
が必要と思われる。それをどのように行ってこ
られたのですか。
A：毎年1つ新事業というのは，口でいうのは簡
単だが大変なことでもあった。人を作らないと
事業は発展していかない。最初はすべて自分で
やった。焼肉食堂ができるときは，タレは自分
で作り，炭火は自分でおこし，肉は自分で買っ
てきて自分で切った。しかしいつまでも自分一
人ではできないので，当時ローダーで牛の除糞
ばかりをやっていた男がいて，各種スポーツ大
会でいちばん運動神経が良くて器用だったの
で，肉屋をやるように説得した。初めは断られ
たが，県の畜産流通センターで研修させた。今
は肉屋もレストランもできるし，そしてここの
支配人をしている。また，盛岡の高校を卒業し
て盛岡の一流ホテルにいた人間が退職して地元
に帰ってきたので声をかけた。彼は今ここの交
流製造部長をやっている。でも最初は私と今の
町長とで食器選びから全部やった。調理師はス
カウトして連れてきた。牛乳工場のほうは，毎
日人工授精をやっていた男に「工場長になれ」
と声をかけた。牛乳を作って売るということに
なると営業もできなくてはならず，口八丁手八
丁でないとだめで，職員の中で誰かなと考えた
ときに彼を思いついた。「いやーできません」
ということだったが，北海道と栃木県と島根県
の私たちが目指す牛乳と乳製品をつくっている
牧場をみつけてそこに派遣して勉強してもらっ
た。ただ私は当時この牧場の責任者として，彼
1人に任せきる自信もなかったので，施設を建
てる時の業者の紹介で，雪印乳業を40年勤めて
退職した人をここに招き，おいしい牛乳とヨー
グルトができるまで長期滞在して指導しても
らった。最初はトップである自分がやるにして
も，いつまでもやるわけにはいかないから，こ
ういうふうにしたいという構想・夢をもち，そ
れに合う専門家を連れてきて，次から次へと
職人を作っていき，1事業ずつ実現する，とい
うふうにやってきた。それはつまり情報網が仕
事の質を決定するということでもある。トップ
として何を目指すかという目標だけでなく，そ
れに関する情報をもっていなければ実現できな
い。めざすべきものの高さと低さも幅も情報量
による。こんな山奥にこんな施設を作ったとて
誰が来るかと，役場の人にも町民にも言われた。
今は30万人の人が訪れるようになり，プラトー
では足りずにコテージを5棟建てた。情報の量
が人生を左右すると思ったほうがよい。牛乳を
作りたいというときに，どんな牛乳をつくるか
を決め，それにみあう人材を見つける。それは
職員の資質を見抜くことでもある。次にその職
員をどう教育するか。そのためどこの牧場に派
遣すればいいか，それには情報がなければでき
ない。日本で一番おいしいヨーグルトを作って
いるのは新潟県安田町の牧場。ヨーグルトだけ
で20億も売っている。そこに技術指導をお願い
したら，企業秘密と断られた。そこでヨーグル
トの味から同様の種菌を使っていると思われた
のが栃木県のこぶしが丘牧場。そこは酪農家10
件ほどの小さな工場。そこに技術指導お願いし
て引き受けてくれた。それから六ヶ所村にある
レイクファーム，島根県の木次乳業にもお願い
した。それはすべてトップがもっている情報が
ものをいう。そこに派遣するとどの程度の人間
になって帰ってくるか。それでも，工場が稼働
するといろんなことが起こる。そのため先生が
必要で，北海道から経験豊かな専門家を連れて
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きて指導してもらった。こうして人間を育てな
がら事業化してきた。
Q：県内には有名な小岩井農場があるが，そこと
の関係は？
A：高原牧場の創設者である前々町長は木材商
で，酪農の知識はなかったが，葛巻町が生き残
るためには酪農の振興が必要と考えて，大きな
牧場をつくる計画をたてた。しかしそのトップ
になれるような人は町内にはいなかった。ちょ
うど町長の盛岡中（盛岡一高）の同級生で小岩
井農場の場長級をやっている人がいて，北大の
獣医学科に入って小岩井農場に勤めていた。そ
の同級生に相談して基本計画を作ってもらい，
牧場のトップになってもらうようお願いしたと
ころ，自分が行くのは無理だというのでその部
下を派遣してくれて，初代の専務理事になって
もらった。つまりこれは人脈という情報による
トップハンティング。
Q：小岩井牛乳というブランドが近くにある中で，
よく葛巻牛乳のブランドが確立できたと思う
が，その秘密は？
A：それは，同じ土俵に上らないということ。小
岩井は東京駅前の丸ビルに本社がある三菱系列
の会社。三菱銀行の部長級が小岩井の社長にな
る。キリンビールと提携しており，その系列で
全国の店に商品が並ぶ。そんな巨大システムの
中の牛乳。私たちはそこと戦うのではなく，た
だ本物をめざしてやってきた。小岩井の商品は
何一つ研究したことはない。山木屋牛乳とか，
自分たちが目指すものを明確にして研究してき
た。
Q：初代・2代目の専務理事が小岩井から来てい
るので，その後も交流があるのかと…。
A：もちろんそのことは今も感謝している。困っ
たことがあれば相談には乗ってくれるが，今は
指導や交流はしていない。
Q：葛巻の地域づくりの流れをみていると，中村
氏や現町長がそうであったように，30・40代が
中心になって活躍されている。その秘訣は？
A：個人の度量もあるでしょうが，一番は町長自
体が50代ぐらいで，私は51から59歳で町長をや
り，今の鈴木町長は52でなっている。町長自体
がその年齢だから，その下の人たちもそれなり
の年齢でやってきたということはある。批判も
あったかもしれないが，この牧場を発展させる
しかないんだと信じて，勤勉にやってきた。
Q：関東からの預託牛が多いのに，地元の酪農家
からの預託が少ないのはなぜ？
A：都会は乳牛の消費地。関東の酪農家は早く牛
乳を搾って売ることに関心があり，自分で牛を
飼うというセンスはない。だから子牛から成牛
になって妊娠してあと2ケ月後に子牛が生まれ
るというところまで24ケ月間，冷涼地の牧場に
預ける。あるいはそうした成牛を購入して搾乳
するというのも多い。そうした牛の販売が一番
多いのは北海道で，その次は葛巻。そのため葛
巻の酪農家には人に育ててもらうという感覚が
なく，自分のもとで育てるのが一番良いと思っ
ている。
Q：高原牧場で搾乳した牛乳の流れは？
A：高原牧場では100頭の牛から牛乳を搾ってお
り，ローリーが牧場の牛乳工場に運んでくる。
ただし，伝票は全農岩手が全量買い上げる形と
なっていて，高原牧場の牛乳工場は全農から買
うという形になっている。そして半分をタカナ
シ乳業（横浜）に売っている。タカナシ乳業は
町内に工場があって，毎日60万パックにして横
浜にもっていく
Q：仙台市泉の学院大の前でもくずまき牛乳のト
ラックをみかけたが，仙台にも進出している
の？
A：基本的にはトラックで日帰りの範囲を商圏と
している。仙台は日帰りの最南端。北は青森ま
で。
Q：近年どこの地域も町なかが空洞化しているが，
葛巻では牧場の発展を町なかの発展につなげよ
うという取り組みが動き出しているようだが。
A：持続的可能な地域をつくるということ。高原
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牧場は町の西はずれ，北東のはずれにワイン工
場があって，町内に50万人きても4），町なかは
閑散としていは，町民に自信が生まれなかった
り町内にカネが回らないので，今の町長は町な
かの活性化を役割としている。私が町長の時に
はJRバス東北の車庫敷地を無償で借りて「ま
ちの駅」を作り街路灯を整備して街を明るくし
た。現町長はそこに人が集まるようにしようと
考えている。
Q：葛巻の認知度が高まりつつあるが，「葛巻ブ
ランド」の商品を全国展開しようという動き
は？
A：そのつもりはない。身の丈にあった，工場の
能力にあったものを作って全部売って利益を出
し，それにみあう雇用が生まれてきちんと賃金
が払えればそれでよしと考える。銀座の岩手銀
河プラザには全商品があり，青山の紀伊国屋本
店にもワインと牛乳を置いている。ほしい人は
そこで買ってもらえればよい。
Ⅴ．おわりに
　今回の訪問では，文献で事前に学習していた各
事業の現場を実見できたこともさることながら，
当事者からのヒアリングに学ぶべき点が多かっ
た。「なにもない」僻遠の町の環境を資源とみな
し，夢を掲げた指導者層，担い手となった若手職
員，外からの人材獲得などのストーリーに地域づ
くりの原理が学べた。計画されている「エネルギー
の地産地消」の取り組み，牧場とワインへの集客
を町なかに取り込む試みの行方に注目していきた
い。
＜注＞
1）：2011年1月1日の台帳人口は7,503人。
2）：2006年度の生産農業所得統計によれば，農業産
出額48.6億円のうち，畜産は82.7％の42.4億円を占
め，その大半（33.4億円）が生乳である。
3）：町の資料によれば，I・Uターン者は1990年3月の
1世帯以降，2010年6月まで計37世帯を数え，その
うち2008年度以降17世帯となっている。
4）：観光入込数は1996年に初めて10万人を超える11.6
万人，2000年34.4万人，2001年45.7万人，2009年
55.0万人と伸び，大震災の2011年も48.9万人であっ
た。
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